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別紙３：対策検討結果 

 下記にファームウエアとハードウエアによる 3 つの対策案を検討しました。しかし、

残念ながら全ての対策案で副作用が発生し、適切な暫定対策ではありません。 

 

 

① Valid-Invalid間で、Mix比率の変更を行う方法（ファームウエアでの変更） 

Valid から Invalid へ、もしくはその反対の状態に遷移する際に、Audioblock1 と

Audioblock2 の出力比率を変更することで、結果的に Audioblock2 をミュートしま

す。この際に発生する問題は、比率変更時に Audio信号が大きく変化するため、Noise

が発生する可能性があります。また、比率を変更する前後で Audioの音量レベルが

変化するため、後段で何らかの制御が必要です。 

 

② フェードイン・アウト機能と Mix比率を組み合わせることで、変更時の Noiseを打

ち消す方法（ファームウエアでの変更） 

上記の修正案で比率を変更する際に、フェードイン、ミュートとフェードアウト機

能を組み合わせることにより、Noise を打ち消すことができます。ただし、ミュー

ト機能は、同時に Audioblock1の音声もミュートしてしまうため、その間音声が途

切れる可能性があります。また、①と同様、比率変更の前後で、音声レベルが変化

します。 

 

③ Audioblock2側のクランプ回路追加（ハードウエアでの修正） 

Mix回路に入力される前段で、Audioblock2側の信号を強制的にクランプする回路を

ハードウエアで挿入する方法が考えられます。この方法は、Valid-Invalid 変化の前

後で音声レベルには変化はありませんが、強制的にクランプするため、①同様切り

替えのポイントで Noiseを発生する可能性があります。 


